
第２学年 技術・家庭科学習指導案

紫波町立紫波第二中学校

日 時 平成１８年１０月２日（月） ６校時

学 級 ２年２組（男子１４名 女子１９名 計３３名）

授業者 坂本 大

１．題材名 Ｂ情報とコンピュータ コンピュータのしくみと基本操作

２．題材について

（１）題材について

本題材では、コンピュータの基本的な構成と機能及び操作について、基本的な構成と機能を知り、操作がで

きることを目標にしている。「Ｂ情報とコンピュータ」の授業では、ともすればソフトウエアの活用（使い方）

の授業になりがちで、本教科で目指す姿から離れてしまうことがある。コンピュータを道具として活用するこ

とは大切であるが、そのしくみや機能によるメリット、デメリットをしっかりと把握させ、生活の中でのコン

ピュータの役割と問題点について考えさせていきたい。

（２）生徒の実態

明るく、素直で、意欲的に学習活動に臨む生徒が多く、座学での挙手発言等学級の学習態度については申し

分ない。コンピュータの所有率は約６０％、携帯端末の所有率は１０％、家庭でのインターネット接続は５０％

程度である。

ディジタルディバイトという言葉が一般化しつつある昨今、「Ｂ情報とコンピュータ」の学習が大切なのは

いうまでもないが、活用できる環境の有無など個人の生活に依存する部分が多く、当該学級においてもリテラ

シーには大きな差がある。

１学年時、総合的な学習の時間での調べ学習や道徳でのチャットを用いたディベートなどで、基本的な操作

については確認済みであるが、コンピュータのしくみや活用のスタートなるこの時間を大切にして指導を行っ

ていきたい。

（３）指導の構想

アナログの写真や絵を複製する事の難しさを体感させ、ディジタル化することにより複製が容易になること、

コンピュータ内部ではディジタルデータを扱っていることを教授し、自らディジタルデータで作画を行うこと

によって、コンピュータのしくみについての理解を深めさせていきたい。

本題材を指導するにあたり、学習指導要領「Ｂ情報とコンピュータ」（１）と（２）にまたがる横断的な指

導を行う。

３．題材の目標

（１）生活や技術への関心・意欲・態度

・コンピュータの基本的な構成と機能、及びソフトウェアの機能に関心を持ち、コンピュータの操作をしよ

うとしている。

（２）生活を工夫し創造する能力

・情報を適切に扱う工夫をしている。

（３）生活の技能

・コンピュータの基本的な操作ができる。

（４）生活や技術についての知識・理解

・コンピュータの基本的な構成と機能、及びソフトウェアの機能に関する知識を身につけ、ハードウェアと

ソウフトウェアの関係について理解している。



４．指導計画

Ｂ情報とコンピュータ（２年次：３５時間）

◆コンピュータの機能と基本操作（５時間）

（２）コンピュータの基本的な構成と機能及び操作について

ア コンピュータの基本的な構成と機能を知り、操作ができること

（１）生活や産業の中で情報手段の果たしている役割について

ア 情報手段の特徴や生活の中のコンピュータとのかかわりについて知ること
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・ コンピュータのしくみを調べよう（本時１／５） 
・ コンピュータの基本操作

・ ハードウェアとソフトウェア

・ 生活の中でコンピュータ
報通信ネットワークのしくみ（１０時間）

１）イ、（２）イ、（４）ア、イ

eb ページの作成（２０時間）

１）イ、（２）イ、（３）イ、（５）ア、イ

時の目標

ンピュータの基本的な構成と機能、及びソフトウェアの機能に関心を持ち、コンピュータの操作をする

とができる。（生活や技術への関心・意欲・態度）

ンピュータ内部のデータ処理の仕組みについて知り、日常生活との関わりと問題点について考えること

できる。（生活を工夫し創造する能力）

時の評価規準

生活や技術への

関心・意欲・態度

生活を工夫し

創造する能力
生活の技能

生活や技術につい

ての知識・理解

評
価
規
準

コンピュータの基本

的な構成と機能、及

びソフトウェアの機

能に関心を持ち、コ

ンピュータの操作を

しようとしている。

情報を適切に扱う

工夫をしている。

お
お
む
ね
満
足

Ｂ

コンピュータの内部

処理のしくみに関心

を持ち、意欲的に学

習に取り組んでい

る。

作画のコピーの方

法から、ディジタ
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Ａ

コンピュータの内部

処理の仕組みに関心

を持ち、課題の解決

に向けて予想を立て

解決方法を検証する

ことができる。

作画のコピーの方

法を自ら考え、コ

ンピュータ内部処

理のしくみとディ

ジタルとアナログ

の違いを理解でき

る。

Ｃへの

支援

・机間巡視の中で具体的な思考のヒントとなる既習事項の想起を促す。

・班活動を用い、班員からの指摘や相互観察で気付く場面を設ける。



７．本時の展開

◎本時の目標の評価場面 ☆聞き方 LV ※学力

学習過程 生徒の活動 指導上の留意点
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１.問題・素材の提示

２.課題の設定・把握

１．教師ＰＣの操作を見てコンピュータでデー

タのコピーが容易に行われることを確認す

る。 ☆LV4

(1) 人間が作業した場合はどうであるか考える。

(2) 複写が難しいことに気づく

２．コンピュータ内部ではデータの複写を行うた

めデータの形式を変換していることを伝える。

生徒ＰＣの起動・画像転送の確認

・コピーペースト機能の説明

（画像データ）

・複写元のデータは写真等データ量の

多い画像を用いる

・データ形式の変換のみを伝えるディ

ジタルについては触れない
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分

３.課題解

４.予想の

５.課題の

終

結
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６.活用・

次時の予
コンピュータが正確に素早くデータのコピーを行えるのはなぜだろう
決の予想 10 分

分析・検証 20 分

解決 5分

３.ワークシートのデータを複写する方法につい

て考える。

(1) 個人

(2) 具体的な手順をまとめて発表する。

(3) 方眼用紙の座標を塗りつぶすことでデータ

を再現できることに気付く。

４．aｂ cのいずれかを選択しでデータの再現作

業を行う。

a 方眼なし

b １０×１０方眼

  c ４０×４０方眼

(1) 検証で分かったことまとめる。

アナログ

a:マス目がないと再現が難しい。

ディジタル

b:マス目が大きいと再現されたデータがよく

わからない。

C:細かいデータは時間内に処理できない。

(2) まとめた内容を発表する。 ☆LV6

５．データをディジタル化することにより、正確

にデータを扱えることを理解する。

・データの形式にはディジタルとアナログが

あることを知る。

・コンピュータはディジタル化されたデータ

を高速で処理できるが、本物（アナログ）の

再現はできないことを知る。

☆LV6

・教師機からの画像転送で、複写元デ

ータを拡大表示する。

（思考力・判断力育成のための前提と

なる知識）

※学ぶための力（思考力・判断力）

◎創意・工夫

・方眼を塗りつぶす場合は、白、黒の

どちらかにするように注意する。

・ワークシート

※学ぼうとする力

◎関心・意欲・態度

※学ぶための力（思考力・判断力）

・生徒の発表をもとにコンピュータの

データ処理のしくみについてまとめ

る。

・顕微鏡接眼レンズによる拡大表示

（筆文字のアナログデータとディジタ

ルデータ）

一般化

告

６．コンピュータは，ディジタル化することによ

り、多種多様なデータを統合して扱うことがで

きることを知る。

→web ページ作成

・ディジタル化による問題点について考え発表

する。

・web 上での自己紹介と、一般的な自

己紹介との違い

・コピーペースト


